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１．開  会 

  開会、及び配布資料の確認 ＜省 略＞ 

 

２．挨  拶 

  市川都市河川課長の挨拶 ＜省 略＞ 

 

３．報告事項 

 （１）印旛沼流域水循環健全化緊急行動大会について 

  事務局より、「印旛沼流域水循環健全化緊急行動大会について」、資料１、ビデオによ

り説明を行った。 ＜省 略＞ 

 

４．座長挨拶 

  高橋座長の挨拶 ＜省 略＞ 

 

５．議  事 

 （１）第２回印旛沼部会の意見・見解及び河川整備計画（案）について 

  事務局より、「第２回印旛沼部会の意見・見解及び河川整備計画（案）について」、 

資料２、参考資料２、資料３、参考資料３及びスライドにより説明を行った。 

  ＜省 略＞ 

○委員からのご意見 

【座長】  ただいま事務局より議事１について説明がありましたが、何かご質問、ある

いはご意見等がありましたらお願いいたします。 

 それでは、一応ないようでございますので、一応事務局案として、事務局の本案は了承

したということにいたしたいと思います。 

 なお、最後にもう一度何かご意見がありましたらお伺いしますので、そのときまでにま

た考えていただいてもよろしいかと思いますので、一応了承していただいたということに

したいと思います。 

 それでは、議事の２事業再評価というところに進みたいと思います。事業再評価（二重

川）について、説明願います。 
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 （２）事業再評価（二重川）について 

  事務局より、「事業再評価（二重川）について」、資料４、参考資料４及びスライドに

より説明を行った。 ＜省 略＞ 

  ○委員からのご意見 

【Ａ委員】  せっかく再評価ということで、初めてこういうお話をお聞きしましたので、

ちょっとお聞きしたんですけれども、治水に関しての部分で、今、進捗率７８％で、今後

も十分費用対効果の面で意味があるというお話でお聞きしました。そのことについては特

に問題はないんですけれども、今回、この流域懇談会の中で環境に対する配慮ということ

を今までいろいろ検討してきたわけなんですけれども、この二重川の話、今後も続ける際

におきまして、環境に対する配慮という部分をどういった形で盛り込まれるのかという部

分についてお聞かせいただけないでしょうか。 

【座長】  残事業をやる間に環境についてどのような配慮をするのかということでござ

います。 

【事務局】  二重川の整備方針なんですが、先ほど質問が出ました内容なんですが、整

備していく上での整備方針も多自然型川づくりということで環境を配慮した川づくりを行

っております。その方向性、それから、具体的な内容なんですが、どのようなことをやっ

ているかといいますと、地域の特性になじむようにコンクリート等の素材は極力使わず、

生物が生育しやすい環境にしますということで、ワンド形成のための玉石とか、木杭を設

置してワンドをつくって、稚魚や育成の場を設けたいというようなコーナーをつくったり、

それから、平常時に単調になりやすい、上流域に下水道がかなり普及してきておりますの

で、晴天時の水量がかなり減ってきております。そういう部分に対して単調になりやすい

川の流れに対して、瀬や淵などをつくることによって変化を与えて、なじみやすいという

か、そういうものの形でつくっております。 

 それから、両側の管理用通路、これを、３ｍを利用して人々が水に親しめる散策路とい

うような形で使えるような形の整備をしております。これにつきましては、通常の管理用

通路３ｍの上に若干の砕石等で歩きやすいような形のものを施しております。 

 それから、先ほどのパワーポイントのほうにもありましたが、土手の勾配を緩くした勾

配、１対２の勾配をつけて整備をしておりますが、場所場所で階段等を設けて水辺におり

れるような形の整備方向で、やはり水辺に親しめるようなコーナーもつくるということで

整備を進めております。 
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【Ａ委員】  ありがとうございます。 

 本題のほうの整備計画のほうとも関係する話なんですけれども、自然環境に配慮する形

でコンクリートのようなものは使わないであるとか、瀬、淵やワンドをつくるような配慮

をするというようなことをしていただけるようになったことは大変ありがたいなと思いま

す。一方、実際に事業を行う際に、そういったものをどういう形で設置するのかという細

かいやり方の部分で、せっかくつくっても意味をなさなかったり、あるいは同じ事業費で

もはるかに効果のいいものができたりということがあるかと思います。そこら辺の技術は

今、どんどん進んできているところで、皆さんもご存じの部分もあるんじゃないかと思い

ますけれども、そういったより効果の上がるような方法をとれるようなやり方ですね、あ

るいはそういった意見を取り入れる場をつくるであるとか、そういったことについて、こ

れからもよろしくお願いしたいなと思います。 

【座長】  今後やる際はただいまのご意見を十分参考にして進めていただきたいと思い

ます。なお、もし写真があれば非常によかったと思うんですが、この資料４の２枚目です

か、ここに横断図がありまして、ここで直立になっている部分が在来の二重川でしょうね。

これがこう大きくなって、土羽内の斜面になるので、もうその流れと後背地とがつながる

というような面から見ても、かなり環境の改善は図られるのではないかというように考え

られますので、できればそういうものをビジュアルに出してもらえばよりよかったと思い

ますが。 

 ほかにございますでしょうか。はい、どうぞ。 

【Ｂ委員】  もう１０年ほど事業を実施してきて、あと３年ほどで終わるということで

すので、現在、どこまでができているかちょっとはっきりわからないんですけども、ある

程度効果が出ているんじゃないかなと思ったんです。例えば下流側の方からやってこられ

て、ある程度できていて、あと、上流の方だけ残っているのか、あるいは例えば用地買収

は全部終わって、あと、掘削と築堤だけすればいいのかとか、何か緊急性も非常にあるこ

とですし、現在まででもある程度こんな効果が出ているんだよと言えるとよりいいのかな

と思って、ちょっと申し上げたんですが。 

【座長】  何か顕著なそのあらわれがあるでしょうか。 

【事務局】  それでは、整備の進捗状況なんですが、先ほどパワーポイントのほうで概

略はご説明したんですが、用地買収につきましては、ほとんど９９.４％完了しております。

これは、若干権利関係で多少残っている程度で、ほとんど完了している状況です。 
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 それから、整備延長のほうも、２,４００ｍのうち１,５００ｍとかなり完了してきてお

ります。整備手法としましても、下流から整備しておりますので、残り８００ｍというの

も、上流部分が残っているような形になっておりますが、まず、治水効果としましては、

当初、先ほどの横断図にも入っていましたが、現況河川が２ｍ程度の河川だったものです

から、そういう部分での治水性というのはかなり上がっておりまして、先ほどの写真の中

で昨年度の大雨で洪水が出ましたが、それでもそれ以外の近隣への田んぼ等の被害はかな

り抑えられているような状況になっております。ただ、ちょっと数字的なデータがないん

で大変申しわけないんですが、そういうような形ですね。 

 それから、多自然ということで整備していることで、やはり近隣の皆さんが大変関心を

持たれているという状況です。実際、本整備が終わったところの延長というのが、まだ工

事している部分もありますので、７３０ｍ程度が完成形で終わっております。近隣の皆さ

んもそちらのほうに行って散歩なり、自然を楽しんでいるような状況等も我々、行って見

受けられるような状態になっております。実際数値で大変説明できないんですが、効果的

には、治水という面からも、それから、多自然という面からも上がっているように思われ

ます。 

【事務局】  きょう委員で出席されているＣ委員という方がいるんですが、この方は二

重川、大分詳しく歩いておりまして、その方のお話によりますと、改修した後が瀬、淵が

形成されまして、大分魚のほうが戻ってきているというようなお話も聞いております。 

【Ｂ委員】  要は、そういうようなことも入れておけば、その事業が現在でもある程度

効果が出ていますよというと、非常にいい事業じゃないかと私は思っているんで、そうす

ればいいかなと。ということで、ただのＢ／Ｃだけじゃなくて、そういったまとめ方が非

常によろしいんじゃないかと思って、言わせていただきました。 

【座長】  はい。ありがとうございました。どうぞ。 

【Ｄ委員】  大分環境の問題が今、議論されましたけれども、私も、治水がきちっとな

された上でのお話なんですが、多自然型河川づくりをされているというご説明がありまし

て、魚たちも大分戻ってきているというお話がありましたが、ただ問題になるのは、目標

とする環境をどこに定めておられるのか。ただ、生き物が戻った、これで終わりですよで

はないと思うんですよね。おそらく本題のほうでも同じことだろうと思うんですが、ある

期間の中で目標となる環境の設定をつけて、最初の５年間でこの程度、次の５年間でこの

程度、最終的にはこういう環境を取り戻すんだという目標をぜひ個別につくられていただ
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ければと思います。 

 特に河川というのは、都市環境部においては重要な自然環境要素に、残された数少ない

自然環境要素の一つになり得る素材だと思いますので、ただ、工法的にそういうことをし

たから、それですべてだということのないようなご配慮をお願いしたいと思います。 

【座長】  ありがとうございました。ほかに。 

【Ｅ委員】  私どものほうは、環境研究センターということで環境の面からのお願いで

ございますけども、この治水計画を始められて１０年ということでございますけども、１

０年前はまだ、さっき先生おっしゃいました水循環というような概念はあんまり一般化し

ておらなかったんですけども、最近、特にこういうような上流の場所に行きますと、下水

道整備が普及するに従いまして、川に流れ込む自然の水が非常に少なくなってきてしまう

というようなことが見受けられるわけです。いろいろご配慮いただいて、自然に配慮した

親水性護岸とか、そういうのもやっていただくわけですけども、水自体がなくなってしま

ってはしようがないということでございますので、いろいろ環境部局と調整されてやって

いらっしゃるとは思いますけど、浸透施設、こういうものをさらに進めていただけたらあ

りがたいと思います。 

 以上です。 

【座長】  ありがとうございました。二重川で浸透施設は今、市では浸透桝等について

は考えておられるんですか、補助するとか何か進めておられますか。 

【事務局】  浸透につきましては、船橋市は結構古くというか、もう１０年以上前から

浸透桝、浸透トレンチの設置は進めております。ただ、ちょっとデータというか、何にも

持ってきてないものですから、ちょっと数字的に答えられないんですが、その施策につい

ては相当もう他市に先駆けてやっていることになっております。 

【座長】  ありがとうございました。 

 隣接するといいますか、隣の海老川ではもう水循環再生事業ということでいろいろやっ

ておりますので、残り数年しかありませんので、その間にこれを取り入れるというわけに

はいかないと思うんですが、そういうことも考慮に入れながら進めていただきたいと思い

ます。 

 それでは、ほかにございますでしょうか。どうぞ。 

【Ｃ委員】  二重川の件に関してですが、私、二重川で上流域、いわゆる船橋の工事区

域ですが、これはもともとコンクリート護岸だったわけです。これを外して、１年目に魚
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が上がってきました。それから、水がきれいになってきたと。ただ、その水の量ですが、

先ほど公共下水道が進みますと、当然これ、今度川へ入るべき家庭排水が少なくなります

から減るわけです。で、それの率が、これは船橋市、それから、白井市、鎌ヶ谷市ですか、

３市合わせて、あそこに入っている家庭排水の９１％が今、終末処理場へいっています。

ということで、川の水として、これは正確ではないですけれど、約３分の１に減っていま

す。きれいになってきたことと、それから、もう１年目でカワセミがまず来たこと。それ

から、先ほどの船橋市の川づくりのよかったことというのは、非常に工夫して川をつくっ

ていただきましたので、私もしょっちゅう川を見ているんですが、玉砂利といいますか、

玉石を入れて瀬をつくりますね。全体の量は少ないんですけど、瀬をつくっていくと、そ

こからそこを急流し流れた水が下を掘るんですね、川底を。そこで、今、水量が平均して

大体１０ｃｍぐらいなんですよ、水深ですね。ところが、その瀬をつくることによって、

その瀬のすぐ下が大体５０ｃｍから７０ｃｍ掘り下がっています。ですから、非常に川づ

くりとしてもいいし、その次に今度はまたそこの砂がたまってまた瀬になっていくと。そ

の次にまた堀り下がっていくということを何段階も繰り返していまして、現在も魚が上が

ってきていますし、それは非常によかったなということです。それから、川へおりる、い

わゆる子どもたちが今後、川でいろいろ遊んだり、それから、研究したりという川づくり

もしていただきましたし、非常にいい川ができています。 

 私どもが今、計画していますのは、川の水量が減ってきたものですから、当然川はきれ

いになったけれども、日照りが続くと水のない川になっちゃうということを考えまして、

河川敷の一番外側に、これは実際には細いですけど、いわゆる小川ですね、これをつくっ

てもらいました。で、そこいらに斜面林からしみ出してくる水を入れるべくやっているん

ですが、これも今回ちょっと異常な日照りで水がなくなっちゃったという状態が出てきた

んです。それで、今、私どもが考えているのは、これはまだ市とも細かい相談はしてませ

んけれども、できたら、そこへ上総掘りとか、そういうものを、どういう方法でやるかと

いうことはまだ私案の中ですけれども、例えばみんなで少しずつ金を出し合ってやろうか

とか、そういうこともちょっと考えています。 

 それから、その川に親しんでもらうために、ひとつ昔、昭和放水路ですか、これ、皆さ

んご存じだと思うんですが、いわゆる印旛沼から東京湾へ水を流す。これは川幅約２００

ｍですか、というその経路にも当たっていまして、そこにそのころの標識の石があるんで

す。ですから、それもその一角へ立てて、看板をつくって、いわゆるもう忘れかけている



 7

ことですけれども、かつて戦時中にこういう川ができる予定だったんだということも併せ

てそれをつくりたいと思っています。 

 ということで、大体かなり成果が出ていますし、これは実際に、いわゆる今、船橋の中

の川の一つのモデルになるんじゃないかなというふうに考えています。 

 以上です。 

【座長】  ありがとうございました。 

 長い間二重川を見続けておられたＣ委員のご意見ですが、既に水は、魚も戻ってきてい

るし、環境が大分よくなってきているというようなお話でありました。なお、船橋市のほ

うによく観察の結果を教えていただいて、その後に役立てるようしていただきたいと思い

ます。 

 ほかに。 

 それでは、議題２については、事務局の提案のとおり、継続ということでよろしいかと

思いますが、よろしいでしょうか。 

 それでは、了承したということにいたしたいと思います。 

 これで次第の議事につきましては、一応説明も終わりましたし、ご了承も得たところで

ありますが、先ほどの議題１のほうに対する何かご意見等がありましたらということでし

た。格別のご意見もなかったわけでありますが、どうでしょうか。なければ、これで了承

していただいたということにいたしたいと思います。 

【Ｆ委員】  １点よろしいですか。 

 前回印旛沼の浚渫、それから、植生帯、これを国のほうに申請されたと事務局のほうか

ら話がありましたけども、現在、国の予算とかが審議されておりますけども、どういうふ

うになったかと。それが第１点。 

 第２点は、河川整備計画、それから、健全化会議の緊急行動計画、これは河川整備計画

と緊急行動計画、もう一つ、水質については水質保全５カ年計画、その他あるかと思いま

すけれども、それぞれまだ健全化会議では、これの整合性とか、どれを優先するとか、ど

れが競合するとか、だれが主体だとか、そういうのは話し合っておりません。したがいま

して、現在、河川管理者として都市河川課の考え方をお聞かせ願えればと思っております。 

 第３点は、今、鹿島川、高崎川の拡幅工事が行われております。橋をつけかえるときに

こういうわけで橋をつけかえるんだということをふるさと広場の管理棟の中に掲示がして

ありました。現在、拡幅工事が行われておりますので、これをどのように行って、どのく
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らいの年月で行うのかの掲示を考えていただきたいと。これは３月の１９日に印旛沼の水

質保全協議会で一斉清掃をやりましたときに１４０名ぐらい、大体帰った人が多かったか

ら半分ぐらいの人が聞いたんですけども、あれでは数字的にわからないし、質問が出まし

たけれども、それで終わりました。したがって、これは、住民に知らせるということは非

常に大切なことですから管理棟の中に掲示すると。そうすると、掲示したものを私どもが

もらいますと、会員のほうに配って、我々が一々細かく説明しなくても、大ざっぱなこと

でいいからわかるようなことをこの場をかりてお願いしたいと。 

 以上３点でございます。 

【座長】  事務局でお答え願います。 

【事務局】  それでは、今の３点についてお答えさせてもらいます。 

 まず１点目ですが、予算がどうなったかということにつきましては、今、国のほうから

まだ正式に採択するということはありません。県としては、県議会が今、終わりましたの

で、県としてはそれを受けるための予算措置は計上させていただきました。今のところは

ちょっとそういうことで、明快な答えにはなりませんが、国の発表を待つということであ

ります。 

 それから、２点目は、いろんな会議との連携を河川管理者としてどう考えているのかと。

これにつきましては、私ども、きょうの懇談会で得ましたこの整備計画（案）を推し進め

るために、今、別途な健全化会議ですか、そこで流域対策をお願いすることをしておりま

すが、それを支援するということで、働きかけをするということで進めたいと思います。

そして、河川管理者としてこの整備計画のもとに進めるために、私どもが印旛沼水質改善

技術検討会というものを直接的に持っております。ここで水質の形成機構の解明ですか、

印旛沼の水質がなぜ汚れているか、この解明をするということ。それから、もう１点は、

その解明をした中で効果的な浄化対策はどうあるべきかと、これを検討します。このこと

を検討しまして、事業に反映していくということであります。そういうことで、私どもの

直接的なかかわりになります。健全化会議と水質保全協議会としては、流域の皆さんに問

いかけをし、直接的に協力を願って、両輪で印旛沼の改善に努めるということであります。 

 ３点目は、事務所さんでもしお答えできれば。 

【事務局】  ３点目なんですけど、河川事業については、当方のほうで一応事業パンフ

レットをつくりまして、事あるごとに一般住民に配布するような形で事業の概要について

も周知するような形をとっております。３月１９日に印旛沼の一斉清掃をＦ委員達と一緒
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に行ったんですけど、そのときＦ委員から、河川事業の概要について、今やっている河川

工事の概要について事業担当者のほうから説明してくれということで、５分ぐらいですか

ね、私が説明したわけではないんですけど、説明させていただきました。ただそれだけだ

と確かにわかりづらいところもあろうかと思いますので、ふるさと広場の管理棟に簡単な

工事の概要について掲示させていただきまして、周知を図っていきたいと考えております。 

 以上です。 

【座長】  ありがとうございました。よろしいでしょうか。 

【Ｆ委員】  はい。 

【座長】  ほかにご意見として、どうぞ。 

【Ａ委員】  河川整備計画の本文そのものの話ではないんですけれども、この整備計画

というものを今回つくって、これは一般の方にも対象としてこの計画というのはつくられ

たものなのか、それとも、例えば国に対してつくらなきゃいけないものということでつく

れたのかということをちょっとお聞きしたいんですけれど。 

【事務局】  基本的には目的として、河川法という法律に基づいてこれを定めろという

規定がありまして、それに従いましてつくりましたということです。 

 しかしながら、この内容につきましては、すべて公開するということで広く地域の人に

見ていただくということをしております。そういう面では若干読みにくい、できるだけ私

どもも絵を入れたりして、夢がないということをお話、受けているわけですが、ちょっと

実現できそうもないことは書きづらいというところがありまして、その辺を容赦願いたい

と思います。今後の課題にしていきたいと思います。 

【Ｃ委員】  この位置づけについてはね、今後のスケジュールというところにあると思

いますので、そのときまとめてご説明したらいかがですか。つまり、これはこの案を地域

の市町村長さん達の了解を得て、きょうは出てきてもらっていますけども、その後今度は

県として承認して、それを今度は国土交通省に申請するのだというようなスケジュールと

いうんですかね、これもあわせて説明したほうがわかりやすいと思いますね。 

【事務局】  はい。わかりました。これは次のステップで、事務局にお返し願いました

ら、今後のスケジュールということで、もうちょっと詳細にお話しさせていただきます。 

【Ａ委員】  今、お話があったように、やはりちょっと一般の人が見るには見づらい中

身なのかなという気がするんです。例えば印旛沼の緊急行動計画書のような形でつくられ

ていたものについては、「はじめに」というところで、この計画の目的であるとか、そうい
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ったことが簡単に触れられているわけなんですけれども、今回の河川整備計画のところで

も、できるかできないかは別としまして、「はじめに」みたいな形で、だれがだれのために

何を目的としてというような形で簡単なアウトラインを書かれていただけると、仮に一般

の人が見られたときにでも、最初にどういうものなのかということが理解できるのではな

いかなと思いましたので、ちょっとお考えいただければと思います。 

【座長】  ありがとうございました。それに対しては事務局のほうから後ほどお答えし

ていただくことにして、本日の私に与えられました議事については、この２つはこれで了

承していただいたということにして、ここで、議事のほう、その他のただいまのご質問等

に対しての進行のほうを事務局にお渡しいたします。ただいままでのご協力ありがとうご

ざいました。 

 

６．今後のスケジュール(案)について 

  事務局より、「今後のスケジュール(案)について」、資料５により説明を行った。 

＜省 略＞ 

 

―― 了 ―― 


